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　お盆の季節が近づいてまいりました。ご先祖様に思
いを馳せる方も多いと思います。NHKの「ファミリーヒスト
リー」も良好な視聴率を維持しているようです。そこで、
今回は当院の“ホスピタルヒストリー”についてご紹介させ
ていただきます。
　当院は平成12（2000）年に国立高知病院と国立療
養所東高知病院（昭和56年4月国立高知療養所から改
称）が統合され、国立高知病院のあった高知市朝倉町
に新病院が建設され新たな国立高知病院としてスタート
しました。その後、平成16年４月から厚生労働省直轄で
あった国立病院から、独立行政法人国立病院機構へ
組織が変わり現在に至っています。
　当院のルーツは、日清戦争後の明治31(1898)年に現
在の朝倉の地に歩兵第44連隊が新設されるに伴い開設
された高知陸軍衛

えい

戍
じゅ

病院まで遡れます。衛戍とは陸軍
の恒常的駐屯という意味です。
　終戦直後の昭和20（1945）年12月に当時の厚生省に
引き継がれ、高知陸軍病院から国立高知病院となりまし
た。昭和21年１月国立高知病院は進駐軍に接収され、
病院機能の一時的移転を余儀なくされました。ご存じの
ように昭和26年9月サンフランシスコ平和条約（講和条
約）に調印し、日本は主権を回復します。高知新聞の
昭和27年（1952）年3月の記事には、昭和27年２月高知
県議会で国立高知病院を国立結核療養所に転換する
決議をし、県はそのように国に働きかけているが、同年１
月に結成された当時の国立高知病院の後援会と朝倉地
区の地元住民は結核療養所への転換に反対し、国立
病院の地方移管がやむを得ないならば、県営に切り替
え、一層の施設と内容の充実をはかり、むしろ総合病院

とすべきとする報道がなされています。地域住民の後押
しもあり、その後は国立のままで一般総合病院として充
実が図られました。
　もう一方の国立高知療養所は昭和22年４月、高知市
池の海軍浦戸航空隊跡に開設されました。開設当初
の病床は旧海軍兵舎を改造したものでした。初代所長
を務められた坂本　昭先生が国立高知療養所創立30
周年記念誌へ、かつての所長で高知市長（在任昭和
42-53年）として当該誌に寄稿し、“GHQは至上命令で
国内にただ一つ未設置の高知県に結核療養所新設を
進め、池の海軍航空隊の兵舎の一部を改造”と当時を
振り返っています。その後、結核が“不治の病”ではなく
なり、結核患者が減少していた時代において、昭和43
年より新たに重症心身障害児（者）病床が設けられ、以
当該病床は120床となり、現在の当院に引き継がれてい
ます。
　なお、昭和21年12月21日には南海大地震が起こって
おり、終戦、大地震と昭和20年代は国立高知病院、
国立高知療養所にとっても苦難と大変革の時代であった
と想像されます。
　このように現在私が知り得る範囲においても、当院は
幾多の困難を乗り越えて、その時代、時代の要請と国
策により必要とされる医療を提供してきました。これから
も当院は職員が互いに協力し、国立病院機構の理念
に基づき、国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向
上のために、たゆまぬ意識改革を行い、健全な経営
のもとに患者の目線に立って、懇切丁寧に医療を提供
し、質の高い臨床研究、教育研修の推進につとめてま
いります。

NHO 高知病院　院長
先山　正二

ホスピタルヒストリー　ホスピタルヒストリー　
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　リウマチ科は関節リウマチや全身性エリテマトーデ
スなど、いわゆる膠原病・自己免疫疾患を診療の主
な対象としています。
　関節リウマチは手指、手関節の痛みや腫れを認
めることが多く適切に治療を行わなければ関節、骨
の変形が進行し日常生活に支障をきたすことになりま
す。全身性エリテマトーデスなど関節リウマチ以外の
膠原病は関節痛の他、発熱、皮膚や肺、腎臓の
病変を認め、時には致死的な病状を示す場合もあり
ます。このため多発関節痛や原因不明の発熱など
の初期症状から早期診断と全身的な病態の把握に
努め、抗リウマチ薬、ステロイド薬、生物学的製剤
などによる薬物療法を積極的に行い寛解・予後改
善を目指しています。特に関節リウマチに著効を示
す生物学的製剤、ＪＡＫ阻害薬は従来の抗リウマチ
薬を上回る効果を示す薬剤ですが、高価である上、
感染症誘発の可能性があり、症例を選んで使用し
ています。

　関節リウマチの原因は遺伝以外に喫煙などの環
境因子が考えられていますが詳細は不明とされてい
ます。野菜、果物、魚、肉などのいずれかをあまり
食べていないことで必要なビタミン、ミネラル、ＥＰＡ
／ＤＨＡが不足し感染症や薬の副作用が生じやすく
なっている場合があり、当科では特に食事を中心に
患者に生活指導を行っています。
　近年ビタミンＤによる免疫の働きを好転させる効果
が認知されるようになってきており、昨年から関節リウ
マチや膠原病患者を対象に血中ビタミンＤ濃度を測
定しています。およそ７～８割の患者がビタミンＤ欠乏
状態にあり、これは食物からの主な供給源である魚
を食べることが少ない傾向にあることや紫外線を避
ける生活様式が関連していると考えられます。現在
当科では骨粗鬆症がある患者にはビタミンＤ製剤を
処方し、骨粗鬆症がない患者にはビタミンＤサプリメ
ントの内服（２５～５０μｇ／日）を推奨しています。

診療科紹介（リウマチ科）
リウマチ科医師
松森　昭憲

患者サポート相談窓口の患者サポート相談窓口の
レイアウトをレイアウトを

変更しました！変更しました！

　7月より医療相談の窓口が一歩前に出て患
者さんからお声のかけやすいところに担当者
がいます。
　お気軽に声をかけてください。
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看護師 2年目になりました看護師 2年目になりました

助産師 2年目になりました助産師 2年目になりました

　1階中病棟に配属されて2年目となりました。入職時は
学生から社会人になり、慣れない環境下でうまくやってい
けるか不安もありましたが、周りの先輩方が優しく声をかけ
てくださり、丁寧な指導の下で無事2年目を迎えることがで
きました。
　重症心身障害児者病棟では人工呼吸器を装着してい
る患者さんや、言語でのコミュニケーションが難しい患者
さんとの関わりの中で困難を感じ、不安が多くありました。
先輩の指導もあり、バイタルサインの変調や、表情などの
非言語的な反応や日々のわずかな変化から患者さんの特
徴を理解していきました。現在も患者さんの変化に気づく

　周産期の患者さんが入院する４階南病棟で勤務して２年
目になりました。初めは分からない事ばかりで慣れない環境
に、毎日緊張していました。１年目は、研修で同期と話すこと
が息抜きになり、自分も頑張ろうと元気をもらう機会がたくさん
ありました。また、先輩方の優しい言葉がけや、時には熱
いご指導のおかげでなんとか乗り越えることができました。
　初めの頃は複数の患者さんを受けもつだけで大変でした

が、現在は他
のメンバーの状
況を把握しなが
ら業務の応援も
できるようになり
ました。また、
先輩に自分から
積極的に相談
したり話しかけ

1 階中病棟 看護師
上田 和花名

4 階南病棟 助産師
佐藤　栄香

ために患者さんに応じた観察を行い、思いを理解していく
ように心がけています。
　2年目となり、新人看護師が入職してきたことで、私が
先輩になったという緊張感はあります。しかし、振りかえっ
てみると私にできることが増え、患者さんとの関係を構築
できたことは1年の学びを通しての自分の成長を実感し、
嬉しく思います。
　今後も初心を忘れずご指導の下で知識、技術を身に着
けていき、患者さん、家族さんから信頼されるよりよい看
護が実践できるように取り組んでいきたいと思います。

ることができるようになり、少しずつ自分自身の成長を実感し
ています。
　今年度は新しく後輩もできました。こちらから明るく話しか
け、安心感を持ってもらうことができるようサポートしていきた
いと考えています。また、後輩の頑張る姿を見て、私も頑
張ろうと再度気持ちを引き締めています。
　憧れていた職業に就き、多様な出産に携わり、お母さん
や赤ちゃんに関わることができて毎日がとても充実していま
す。２年目になり、周りから求められる仕事内容や役割・責
任の変化を感じています。忙しくなると余裕がなくなり、目の
前のことで精いっぱいになることもありますが、一人ひとりと向
き合い、患者さんの言葉や思いを大切にしていきたいと思い
ます。また、迅速で適切な判断・対応ができ、チーム全体
をみて後輩のサポートや学生指導もできる助産師を目指し、
これからも一歩ずつ成長していきたいと思います。
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谷淳吉記念賞を受賞して
　呼吸器内科レジデントの市原と
申します。令和 4年度を振り返る
と、なんといってもCOVID-19 の
蔓延が印象的です。
　私は主に外来診療や中等症

以上の患者様の入院加療を担当していますが、第 6
波以降では感染者数の急増のため、医療の逼迫状
態となりました。現場の疲弊を感じられ正直苦しい時
期もありましたが、なんとか乗り切ることができました。
現在も第 9波の入り口に差し掛かっている状況であり、
引き続き、COVID-19の診療にあたらせて頂きます。
　一方で、令和 4年度は上級医の先生方のご指導

もあり、英語・日本語論文の筆頭著者としての投稿や
学会発表などにも積極的に取り組むことができました。
特に英語論文に関しては初めて執筆する機会を頂きま
した。難航しましたが最終的にはacceptにたどり着く
ことができ、PubMedに自身の名前が表示されたとき
には感慨深いものがありました。今後も、臨床の場で
の発見や疑問を論文投稿や学会発表にて積極的に
報告していきたいと考えています。
　私にとって怒涛でしたが実りある1年となりました。
皆さまのおかげでこの度、谷淳吉賞を頂くことができ嬉
しく思います。この場をお借りして感謝を申し上げます。

高知病院
谷淳吉記念賞

《第５回（令和３年度） 表彰者》
耳鼻咽喉科医師…………… 中野　誠一
看護部…………………… 職 員 一 同
整形外科医師……………… 加納　将嗣
作業療法士………………… 吉村　大輔
呼吸器内科レジデント（当該年度）

　… ……………………… 國重　道大
看護師…………………… 小島　岳生
看護師…………………… 新谷　　文
教員………………………… 谷内　典子

《第６回（令和４年度） 表彰者》
麻酔科医師………………… 鳥海　信一
消化器内科医師…………… 池田　敬洋
消化器内科医長…………… 林　　広茂
栄養管理室………………… 職 員 一 同
呼吸器内科レジデント………… 市原　聖也

呼吸器内科医長…………… 岡野　義夫
呼吸器外科医師…………… 南城　和正
看護師…………………… 高木　さくら
副看護師長………………… 川原　安代
副看護師長………………… 中野　昌江

呼吸器内科レジデント
市原　聖也

　当院の前身である旧国立療養所東高知病院
の元院長故谷淳吉先生の奥様からのご寄付を
元に創設され、学会等の発表において高い評
価を受けた職員、模範となる業績を上げた職
員などを表彰しています。
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　令和 5年 5月17日、「認定看護師・特定行為看
護師資格取得までの道のり、次世代育成のための相
談会」を開催しました。昨年度は12月に開催しまし
たが、今年度は早い時期の開催を計画し、10 名の
参加がありました。人材育成への取り組みの一環とし
て認定看護師等連絡会が令和 3年度から相談会を
企画・開催し、今回 3回目を迎えました。
　当院は、令和 4年に特定行為研修機関の指定を
受け、ドレーン関連・呼吸器関連コースにおける特定
行為看護師の人材育成を開始し、今年は2名のドレー
ン関連コースの特定行為看護師が誕生しました。ま
た、今後の医師の働き方改
革、安全な医療体制とタスク
シフティングを目的として、多
くの特定行為看護師や認定
看護師などの人材育成を積
極的に推進している状況にあ
ります。
　相談会では認定看護師と
特定行為看護師の役割や
位置づけ、各分野の教育機
関等について説明を行いまし
た。その後、各分野認定看
護師より資格取得を目指した
動機、教育機関の選択や研

修中の経費、研修期間中のエピソードをスライドで伝
え、参加者がより資格取得へのイメージ作りができるよ
うにしました。特定行為研修受講者から実習内容に
ついても説明を行いました。説明後の質疑応答では
認定看護師や特定行為看護師を志す上で家庭と仕
事の両立や経済的な問題に対する不安の声も聞かれ
ましたが、家族との協力体制や研修費用の自己負担
等具体的な内容を伝えることで資格取得に向けた自
身のイメージ作りにつながったと思います。
　資格取得を目指す職員に対しては、認定看護師等
連絡会内でサポートメンバーを設け、相談・支援体制
をとっています。またインターンシップ制で各専門分野
の知識やスキルを学び将来的な活動に活かせる機会
を持てるように取り組んでいます。今後も年間計画とし
て継続して相談会を開催する予定ですので、興味が
ある方、自身の今後のキャリアとして資格取得を検討
している方、話だけでも聞いてみたい方、理由は何
でもかまいません。資格取得を目指す皆さんの参加を
お待ちしています。

認定看護師・特定行為看護師認定看護師・特定行為看護師
次世代育成のための相談会を次世代育成のための相談会を

開催しました開催しました がん化学療法看護認定看護師
福岡　美恵
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認知症ケア委員会、認知症ケア委員会、
せん妄評価体制の確立を目指すせん妄評価体制の確立を目指す
　～高知大学せん妄対策チームを訪問して～　～高知大学せん妄対策チームを訪問して～ 認知症看護認定看護師

土居　可純

　医療をとりまく環境は、少子高齢化の進展、医療
技術の進歩及び医療提供の場の多様化等により大
きく変わってきており、その中で国民の医療に対する
意識は安全・安心の重視とともに量から質の向上を
より重視するといった方向へ大きく転換してきていま
す。その中でもせん妄対策は患者の認知・生命予
後に関連するため極めて重要です。
　地域医療を担う当院の入院患者の大半はせん妄
発症リスクの高い高齢者で、認知症を有する方も多
く治療されています。高知病院では、認知症ケア委
員会、認知症ケアチームが連携し、入院早期から
せん妄予防対策に取り組んでいます。しかし、病院
全体での統一したせん妄評価スケールは導入できて
おらず、課題を感じていました。そこで、既にせん
妄評価スケールを導入し、積極的な予防対策に取り
組まれている、高知大学医学部附属病院せん妄対
策チームを麻酔科医長青山先生、小笠原副看護部
長、日高副看護師長、橋内副看護師長と共に訪問
させて頂き情報共有・意見交換させて頂きました。
　高知大学医学部附属病院せん妄対策チームに
所属する副看護部長、リエゾン精神専門看護師、I 
C U、消化器外科、手術部より5 名の看護師がご
参加くださり、それぞれの部署におけるせん妄対策
についてご教授頂きました。各部署において、せん
妄発症リスクのある患者さんには「せん妄評価スケー

ル（C A M；Confusion Assessment Method）」を
早期に導入され、定期的に評価を実施することで予
防的介入・せん妄発症時の早期対応が可能になっ
ているとお聞きしました。その中でも、せん妄症状が
出現した際、発症の原因のアセスメントに重点を置
いているという点が印象的でした。看護する者にとっ
て、アセスメントはどのような場面でも大変重要なプロ
セスです。患者さんがどのようなことに苦しみ、どのよ
うな支援で苦痛を和らげることができるのかを様々な
角度から探します。一人でその困りごとを見つけるこ
とはとても大変なので、時にはご家族の情報を頼りに
し、多職種で意見交換をしながらチームで介入して
いきます。スタッフ個々が常にせん妄発症のリスクを
念頭に置き、どのような支援が必要であるかを先回り
してアセスメントしながら実践していくことで、患者さ
んの混乱を未然に防ぐことができ、安心して療養生
活を送ることに繋げることができます。
　今後、高知大学医学部附属病院での意見交換
内容・取り組みをもとに、高知病院のせん妄対策を
導入し、個々のアセスメント能力の向上と共に、せん
妄の早期発見・早期対応に向けて対応の強化を図っ
ていきます。

（6）
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Go to ピクニックGo to ピクニック
療育指導室

山本　香織

　2023年4月から6月までの間、つくし病棟の利用者
さんを対象にGo to ピクニックを実施しました。今年
のテーマはずばり“＃We are MARIO”！！映画にも
なったマリオの世界を再現しました。
　利用者さんはマリオに変身し、スタッフ扮するル
イージやピーチ姫の案内で【アイテムゲット！ハテナブ
ロックステージ】【冒険の準備をしよう！キノピオのワー
クショップ】【ねらえ1upキノコ！土管ステージ】【たくさ
ん倒そう！フォト&ミュージックステージ】と、全部で4
つのステージを楽しみます。
　マリオの世界観があじわえるゲームを通して利用者
さんの一生懸命な表情が見られました。また、ニコ
ニコと笑みを見せながらスタッフとの会話を楽しまれ、

ピーチ姫やルイージにも興味津々でした。
　さらに、各ゲームのクリア報酬としてゲームの中で
もでてくるコインを受け取り、道中も木につるされたコ
インを探しながら集めました。キノピオのワークショッ
プで作ったバッグからは溢れださんばかりのコインが
見え隠れしており、それを見て嬉しそうな表情で大事
そうにバッグを抱える利用者さんたち。「ここにもあっ
た！」「あっちにもあるよ！」という楽しそうな声が行き交
います。
　集めたコインは最後に、マリオの世界では最強ア
イテムのスターがついたお土産と交換し、みんなで
最後まで楽しい時間を過ごしました。

令和5年度

（6） （7）
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感染管理室だより

感染管理室
河村　ひとみ

ICT環境ラウンドICT環境ラウンド
　「ICT」とは　Infection Control Team の略で「感染対策チーム」のことです。院内感染予防対策委員
会に属する実働部隊で、院内感染制御のための活動を行っています。活動の一つに院内ラウンドがあり、今
年度は、病棟には週1回（報告書を作成するラウンドは3回/年）、病棟以外の部署には1回/2ヶ月又は1回/6ヶ
月、計画をしています。
　ラウンドでは、実際に現場を見させていただき、適宜、改善点などの提案をさせていただいています。部署
全体を確認させていただきますが、注意して確認しているのは以下のようなことです。

●清潔不潔のゾーニング
	 ▶ 清潔物品と不潔物品が混在して収納されていないか。

※例えば、文房具や血圧計などと、衛生材料が同じ場所に片付けられている。

	 ▶ 詰所内の電子カルテカートに医療廃棄ゴミが入ったまま置かれていないか。

※詰所にカートを戻した際にはごみなどの不潔物は片付けて戻しましょう。

●滅菌物の管理方法
	 ▶ 戸棚またはフタ付き容器で管理できているか。

	 ▶ 段ボールなどの空き箱利用をして整理していないか。

※段ボールには害虫や微生物が付着している可能性があります。

	 ▶ 床から最低20ｃｍ以上離れた場所に保管できているか。

●物品の保管
	 床に直置きになっていないか。

●水回り
	 ▶ シンク周囲に物品を置いていないか。

※水回りには、医療関連感染の原因となる微生物が生息しています。周囲に置いた物品に、水跳ねにより微

生物が飛散、物品を汚染する可能性があります。

※水回りに物品があるとそこに水滴が付着し、湿潤環境となりやすく、グラム陰性桿菌などの病原体が生息

しやすい環境となります。

	 ▶ 水あかやカビなどの汚染がないか

　ラウンドの際に感染対策についての問題や疑問などあれば、気軽にご相談ください。解決、改善できるよう、
一緒に検討していきたいと思います。

（8）
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診察案内表示システムの
導入について

医療安全管理室だより
医療安全管理係長
濵口　かおり

管理課長
三嶋　哲也

　そろそろ梅雨も明け、暑い高知の夏がやってきます。
　6月8日いよいよ５Sがキックオフを迎えました。今年度入職された方は「はて５Sって何？」と思われる方もいるかも
しれません。5Sとは、職場の環境改善や維持のために用いられるスローガンで、おもに製造業やサービス業で利
用されています。5Sは、各職場において徹底するべき５つの項目、「整理」、「整頓」、「清掃」、「清潔」、「躾
（しつけ）」によって定義されています。そして、それらの5つの項目をローマ字で記述した際の頭文字が「S」で
あることが、5Sの名前の由来です。
　キックオフでは久しぶりの全体研修でしたので、コメディカルの皆さんにも沢山ご参加頂き研修を実施しました。
　前年度優秀部署の栄養管理室、外来、療育指導室から昨年度の内容のプレ
ゼンがありました。また自部署における今年度の取り組み内容についてグループワー
クを展開しました。
　各部署の今までの改善点や、改善事項のバージョンアップなど色々な意見があ
り、今年各部署の取り組みが非常に楽しみです。
　今年の掲示は９月６日水曜日からになります。院内にお越しの際は、放射線科ホー
ルに是非お立ち寄りください。

　これまでは外来診療中、医師が放送（マイク）により名前を呼んで患者さんの呼び出しを行っていましたが、患者
さんのプライバシーを守れない、患者さんがどのくらい待てば自分の診察の順番が回ってくるかが分からない等の問
題があり、かねてからの懸案事項となっていました。
　そこで院内で検討した結果、令和 ５年 ３月より診
察案内表示システムを導入することとなりました。各外
来診療科へ案内表示板を設置して、番号表示方式
に変更することにより、効率良く患者さんを誘導するこ
とができ、また、患者さんのプライバシー保護、診察
の待ち時間によるストレスの軽減が可能となりました。
　また、会計案内表示システムも導入することによ
り、会計が終了した患者さんの番号表示をすることと
し、会計待ち時間のストレス軽減も実現させることが
でき、併せて患者サービス向上へとつなぐことができ
ました。

（8） （9）
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★ ★ 各階病棟の食堂に七夕飾りを設置 各階病棟の食堂に七夕飾りを設置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

★ ★ 七夕飾りボランティア 七夕飾りボランティア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　令和 5 年 6 月 29 日に、学生たちが各階病棟の食堂に七夕飾りを設置しました。
　七夕飾りは、病院で療養されている患者さんに季節感を味わっていただくとともに、「患者さんの病気やけがが早
く良くなりますように」という学生の思いから取り組みを始めました。
　本年度は、七夕の笹の代わりにオリジナルで作ったもので装飾しようと、学年間でデザイン案を持ち寄り、天の
川をイメージしたデザインに決定しました。夜空に輝く美しい天の川をイメージし、素材探しや試作を重ね、試行
錯誤しながら七夕飾りの制作に奮闘しました。放課後には学生の取組に教員も加わり、星を切ったり天の川を張っ
てみたりと大苦戦しました。いよいよ完成した装飾を設置の際には、学生各自が見る方の視線の位置を考えたり、
少しでも多くの患者さんやご家族の方々、職員の皆さんの目に留まり、見ていただきたいとの思いを募らせながら
実施しました。
　また、令和 5 年 6 月 30 日には、高知病院主催の七夕飾りボランティアに学生有志が参加しました。窓ガラス一
面に広がる天の川をどのように表現するのか、病院職員の皆さんとも話し合いながら取り組みました。久しぶりの
母体病院でのボランティア活動に、参加した学生たちは互いに協力しあうことや、人とのつながりを大切にしていく
ことの重要性を学んでくれたと思います。
　『継続は力なり』これからも、附属の看護学校の学生として様々な機会をとおして活動し、その経験をとおして
自己成長していけるよう支援していきたいと思います。

星と天の川に星と天の川に
願いを込めて願いを込めて

（10）

リボンが取れないようにしっかり貼ってます。

布の重なりは
これでいいかな？

この位置が見やすいかな。

素敵な天の川ができました。
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高知病院地域連携等概況

地域医療連携室だより

　6月より連携病院への挨拶回りを開始しました。病院長をは
じめ各診療科医長と事務職員と看護職員で、幡多地区、
高幡地区、須崎、いの、高知市内と訪問させていただいて
おります。
　訪問させていただき感じたことは、やはり直接お会いして
情報交換をすることの大切さです。連携先病院が自院に対
してどういう印象を持っているのか、課題と感じていること、
困っていることなど、また地域の状況など多くの情報をいた
だくことができました。自院のことも知っていただく機会にもな
り、訪問後はお電話でのやり取りもぐっと距離が近くなった感
じがします。
　また、訪問することで、特に遠方の患者さんにとっての通
院の大変さも再認識しオンライン診療の活用が求められます。
　当院は今年も地域医療連携連絡会の開催を見合わせて
います。1か所でも多く訪問させていただき、直接ご意見をお
伺いし、情報交換のできる機会を作っていきたいと思います。

看護師長
森本　純子

遠方まで出向いたことで
美味しい副産物もありました

（10） （11）

オープンシステム利用状況 紹介率・逆紹介率 救急搬送受診者数
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診 療 科 区分・診察室番号 月 火 水 木 金

内 科
午前

 １ 診 ⑧・⑪ 小松　直樹 篠原（第1・第3週）
竹内（第2・第4週）

 特別外来 ⑩ 岩原（血液） 松森（糖尿病） 岩原（内科）

午後  専門外来 ⑥ 化学物質過敏症（予約制）

神 経 内 科 ⑫ 不定期（院内案内板に掲示しています。お電話にてお問い合わせ下さい。）

呼 吸 器 内 科
アレ ルギー科

午前

 １ 診 ⑧ 岡野　義夫 竹内　栄治 畠山　暢生 竹内　栄治 門田　直樹

 ２ 診
⑥ 松村　有悟 市原　聖也 町田　久典

⑫ 畠山　暢生

午後  専門外来 禁煙外来
14:00～15:30（予約制）

消 化 器 内 科 午前 ⑨ 林　　広茂 池田　敬洋 高橋　早代 矢野　庄悟 池田　敬洋

循 環 器 内 科
午前

⑦ 山﨑　隆志 西村　直己 伊藤　いづみ（第2・4水曜） 山﨑　隆志

⑥ 古川　敦子

午後 ⑦ 伊藤　いづみ
（第2・4水曜）受付16：00まで

ペースメーカー
（第2木曜）

リ ウ マ チ 科 ⑩ 松森　昭憲 松森　昭憲

小 児 科

午前

 １ 診 ① 大石　尚文 小倉　英郎
(アレルギー・化学物質) 大石　尚文

 ２ 診 ② 佐藤　哲也 髙橋　一平 佐藤　哲也 前田　明彦 高橋　芳夫

 ３ 診 ③ 髙橋　一平 小林　　希 小倉　由紀子
(アレルギー)

第3週 医大医師
(神経) 前田　明彦

午後
 専門外来
（予約制）

大石　尚文 小倉　由紀子
(アレルギー)

佐藤　哲也
(乳健・他)

小倉英郎
(アレルギー・化学物質)

大石　尚文
(乳健・他)

小倉　由紀子
(アレルギー)

佐藤　哲也
(院外出生乳健・他)

髙橋　一平
(乳健・未熟児)

高橋　芳夫
(未熟児)

前田　明彦
(乳健・他)

第1週 医大医師(神経) 小林　希(検診・予防接種) 小倉　由紀子(アレルギー)

第2・４週 医大医師(循環器)

 予防接種 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制） 14:00～16:00（予約制）

外 科
消 化 器 外 科
小 児 外 科

午前 ⑤・⑥ 東島　　潤 福山　充俊
（クーポンがん検診） 福山　充俊 石川　大地

（クーポンがん検診）
金本　真美

（肝臓･胆道･膵臓外来）

午後  専門外来 ⑤ 福山　充俊
（乳腺外来）

呼 吸 器 外 科 午前
⑧ 先山　正二 先山　正二 先山　正二（予約制）

⑦ 日野　弘之 日野　弘之

乳 腺 科
午前 ⑤ 本田　純子

（クーポンがん検診）
本田　純子

（クーポンがん検診）

午後 ⑤ 本田　純子
受付15：30まで（クーポンがん検診）

本田　純子
受付15：30まで（クーポンがん検診）

整 形 外 科
午前

① 福田　昇司（予約制） 福田　雄介 福田　昇司 合田　有一郎
② 福田　雄介

午後 ⑧ 骨粗鬆症
13:00～15:00（予約制）

田村　竜也
（予約制）

脳 神 経 外 科
午前  １ 診 ⑧

非常勤 
診察時間 9:00～11:00（予約制）
予約外の方はお問い合わせ下さい

午後 ⑧ 非常勤 受付16：00まで

皮 膚 科 午前
⑬ 石元　達士 石元　達士 石元　達士 石元　達士 石元　達士

⑫ 中島　英貴（第１・３水曜）

泌 尿 器 科 午前
 １ 診 ⑨ 大河内　寿夫 葺石　陽亮 大河内　寿夫 大河内　寿夫

 ２ 診 ⑦ 葺石　陽亮
診察開始 10：00～

産 科 午前 �
滝川　稚也 滝川　稚也 野口　拓樹 木下　宏実 甲斐　由佳

１ヶ月検診

婦 人 科
午前 � 木下　宏実

（クーポンがん検診）
甲斐　由佳

（クーポンがん検診）
木下　宏実

（クーポンがん検診）
滝川　稚也

（クーポンがん検診）
野口　拓樹

（クーポンがん検診）

午後 思春期外来（予約制）

眼 科 午前 � 戸田　祐子 戸田　祐子（予約制） 戸田　祐子 戸田　祐子（予約制） 戸田　祐子

耳 鼻 咽 喉 科 午前 ⑯ 福田（潤）･矢野 福田（潤）･矢野 福田（潤）･矢野 福田（潤）･矢野 福田（潤）･矢野

放 射 線 科 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文 塩田　博文

外来診療担当医表
■受付時間　8：15〜11：00
■休診日 土曜・日曜・祝日・12月29日〜１月３日

高知病院
〒780-8077　高知県高知市朝倉西町１丁目２番25号
TEL（088）844-3111　FAX（088）843-6385
https://kochi.hosp.go.jp/国立病院機構の

シンボルマーク
高知病院の

シンボルマーク

（令和5年7月1日現在）

※ 市町村発行のクーポン券を利用される乳がん検診は､ 平日 外科外来／乳腺科外来にて行っています｡ 診察も希望される場合は事前に外来までお問い合わせください。
※ 当日の受付は午前11：00までとなっております。
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